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アニコムグループの使命

第一部

※本章は、当社データ等に基づく分析・示唆を整理したものであり、医学的因果関係や効果を確定的に示すものではありません。
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１．「保険」と「医療」の共進化
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２．保険の真の使命は「予防」

（１）保険事業は次のフェーズへ

「予防・早期発見」を通じて

損害率を１％減らせると、

売上の１％が利益増に寄与する。

保険料収入に対する

保険金支払額は

約6割を占める

損害率

損害率1%改善は、
利益へ大きく寄与
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２．保険の真の使命は「予防」

（２）我々が予防対象とする疾患

予防の対象は、「若齢×慢性疾患」

20%

極めて重要な

慢性疾患リスクの低減に寄与
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２．保険の真の使命は「予防」

（３）若齢慢性疾患と「免疫」

・がん
・心疾患（弁膜症）
・慢性腎臓病 等
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２．保険の真の使命は「予防」

（３）若齢慢性疾患と「免疫」
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心疾患（弁膜症）有病率

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

腫瘍性疾患有病率

慢性炎症や、免疫疲弊は重篤疾患に繋がる可能性がある

前年の特定疾病有病別 疾患有病率

【特定疾病】
・嘔吐・下痢・血便
・胃炎・腸炎・胃腸炎
・アトピー性皮膚炎
・アレルギー性皮膚炎

（年齢） （年齢）

・2023年1月1日～12月31日の間に保険契約始期を迎えた契約において
2024年1月1日～12月31日の間に保険契約を継続した契約が対象

・2023年に当該疾患の請求があった契約を除く
・犬のみ
・手術・入院のみを対象とする商品を除く・契約の期中解約・解除を除く

（前年）

無事故群

（前年）

特定疾病群

・2023年1月1日～12月31日の間に保険契約始期を迎えた契約において
2024年1月1日～12月31日の間に保険契約を継続した契約が対象

・2023年に当該疾患の請求があった契約を除く
・犬のみ
・手術・入院のみを対象とする商品を除く・契約の期中解約・解除を除く

前年に特定疾病の請求がある群では、翌年の重篤疾患請求率が高い傾向
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２．保険の真の使命は「予防」

（４）腸内免疫と免疫学習

※次スライドに詳細資料

腸は免疫機能と深く関わり、免疫学習や慢性炎症リスクに影響する可能性がある。

約７０％は腸に集中

していると言われている（※）

（※）参照：「大正製薬 製品情報サイト」 https://brand.taisho.co.jp/contents/livita/559/

腸内環境の最適化と免疫学習の健全化が、慢性炎症の予防と健康寿命の延伸に繋がる可能性がある。
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２．保険の真の使命は「予防」

（４）腸内免疫と免疫学習

順位 アレルゲン
割合
（％）

1 鶏肉 11

2 牛肉 6 

3 魚 6 

4 小麦、トウモロコシ 5 

5 卵 3 

猫犬

順位 アレルゲン
割合
（％）

1 鶏肉 17 

2 牛肉 16 

3 小麦 15 

4 乳製品 12 

5 豚肉 10 

当社調べ (n=591) 当社調べ (n=64)

順位 アレルゲン 割合（％）

1 鶏卵 26.7

2 木の実類 24.6 

3 牛乳 13.4 

4 小麦 8.1

5 落花生 7.0 

ヒト

調査対象： 0～83歳
何らかの食物を摂取後60分以内に症状が出現し、かつ医療機関を受診したもの（n＝6033）

出典：消費者庁
「食物アレルギーに関連する食品表示に関する調査研究事業」

（令和６年）

当社調査では、ペットフードの主原料として一般的に使用される食材が、
犬猫のアレルゲン上位に含まれている。

※犬猫は当社調査に基づく参考値であり、調査方法・対象数により結果は変動する可能性があります。
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２．保険の真の使命は「予防」

（５）歯周病・腸内細菌叢と保険金構造改善

・2023年1月1日～12月31日の間に保険契約始期を迎えた契約において
2024年1月1日～12月31日の間に保険契約を継続した契約

・2023年以前にアレルギー性皮膚炎の請求があった契約を除く
・犬のみ
・手術・入院のみを対象とする商品を除く・契約の期中解約・解除を除く

口腔と腸の健康は、慢性炎症リスクや重篤疾患リスクの低減を通じて、保険金構造の
改善に寄与する可能性がある。



高度医療領域での具体的実装

第二部

※本章は、当社データ等に基づく分析・示唆を整理したものであり、医学的因果関係や効果を確定的に示すものではありません。
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１．JARVIS どうぶつ医療センター Tokyo の状況

（１）日次売上 （2026/5/10時点）
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（円）

JARVIS Tokyoの売上は

引き続き拡大傾向
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１．JARVIS どうぶつ医療センター Tokyo の状況

（２）予約状況 （2026/5/11時点） ビル工事に伴う
停電対応

GW

GW期間に予約数の伸びが一時的に

鈍化したものの、夜間救急利用数やペット

ホテル利用数等を踏まえると、現時点では

需要の停滞を示すものとは考えていない
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１．JARVIS どうぶつ医療センター Tokyo の状況

（３）夜間来院数 （2026/5/5時点） ビル工事に伴う
停電対応

GW

実際に、医療機関としての需要を示す

指標の一つである夜間救急の利用数は、

GW期間中も堅調に推移している。
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（2026/5/11 時点）
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ペットホテル利用数の日次推移

エコノミー

デラックス

VIP

GW

２．ペットホテル JARVIS Tokyo（同ビル6階）の状況

ペットホテル利用数の増加は、

GW期間中の外出・旅行需要の高まりを

示唆するものと考えられる
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３．高度動物医療における需要の状況

 1Q  2Q  3Q  4Q  1Q  2Q  3Q  4Q  1Q  2Q  3Q  4Q  1Q  2Q  3Q  4Q  1Q  2Q  3Q  4Q  1Q  2Q  3Q  4Q  1Q  2Q  3Q  4Q  1Q  2Q  3Q  4Q  1Q  2Q  3Q  4Q  1Q  2Q  3Q  4Q  1Q  2Q  3Q  4Q

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

高度動物医療事業の売上推移

他社の高度動物医療事業を見ると

売上拡大を続けており、「需要」が

あふれている状態と考え得る。

※国内の高度動物医療病院を運営する上場企業が公表しているIR資料を基に当社にて作成
※市場動向を説明する目的で使用しています
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（2026/5/11 時点）

４．商圏の広がり

■･････来院者分布

JARVIS Tokyoの来院者は

10km圏内が中心であり、現時点では

関東圏全体の需要を十分に取り切れて

いない可能性がある。今後、供給体制の

拡充可能性についても検討する。
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※11日時点

５．診療科の広がり

多くの高度動物医療では、

件数が多く、高単価になりやすい腫瘍科が

売上の多くを占めることが多いと思われる。

JARVIS Tokyoでは、現時点で腫瘍科領域の

構成比は限定的であり、今後、腫瘍領域への

対応強化の可能性についても検討する。
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上述の状況を総合的に勘案すると、JARVIS Tokyo の実質的成長はGWに影響を受けず、
続いている可能性が高いと判断し得る。

1 売上規模 4月月商は約7,000万円(税込)となり、単純年換算では年商8億円規模に
相当。今後、年商10億円規模も視野に、さらなる成長を目指す。

２ 市場需要 関東圏における十分な需要の存在は、
同業種の業績が伸び続けていることからも改めて確認できた。

３ ブランディング戦略
当社グループのブランド認知を活用したマーケティング戦略は、
有効に機能しており、さらなるブランド認知向上に向けた取組みが、
成長を牽引する可能性がある。

夜間における属人的な供給制約を解消し、常に実現可能な売上を早期に回収すること。

加えて、日本における「ペット・保険」分野において、高度動物医療事業の投資効率を

既存事業との比較を含め、数字で示していくこと。

今後の重点課題

20

６．まとめ
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